
 

会  議  録 

会議名称 令和５年度第１回大空町社会教育委員会議 

開催日時 令和５年４月２５日（火） 
１８時３０分から 

２０時１５分まで 

開催場所 

 

東藻琴農村環境改善センター ２階会議室 

出席者の氏名 

（委員）※敬称略 

大井 徹也 村上  守 森   敦 飛澤 浩幸 大辻 雄介 

豊島 孝一 植松あゆみ 河崎 琢哉 鈴木 智子 岩原 基之 

原本 直也 竹内 大輔 

（欠席委員） 

大西  篤 開口 和樹 中村 貴子 大槻 晶子 

（教育委員会） 

村山参事 歌丸主幹 河西主査 阿部主査 松本主事 片山主事 

宮下主事補 

傍聴者の数 

 

― 

会議資料の名称 

〇令和５年度第１回大空町社会教育委員会議 議案 

〇大空町社会教育中期計画 

〇別紙１ 令和５年度社会教育推進計画（単年度） 

〇別紙２ 令和５年度社会教育委員活動について 

〇別紙３ 令和５年度大空町教育推進方針（社会教育推進の方針） 

〇別紙４ 大空町民の活動・学習等に関する調査 

〇別紙５ 社会教育（アンケート）調査のため「基本的な考え方（仮説案）」 

〇別紙６ 第２次社会教育中期計画策定スケジュール（案） 

〇令和４年度社会教育委員会議「大空町の地域課題」個人ワーク記録 

審議内容及び結果 

〇委員長挨拶 

・お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

 新しい委員２名を迎えての１回目の会議となる。 

 大空町で暮らすみんなが、生きがいや働きがいを高められるそんな 



 

社会教育を作っていけたらと思っているので、皆さんの力を貸してい

ただきたい。 

〇自己紹介 

 ・各委員、教育委員会による自己紹介。 

 

〇議案第１号 令和５年度社会教育推進計画について 

 ・事務局より別紙１を基に一部抜粋し事業を説明。 

 （質疑） 

 鈴木委員：２点質疑あり。 

①資料１・P22・②町民300歳交歓バレーボール大会の【会

場】東藻琴高校ではなく大空高校の間違いではないか。 

②資料１・P23（３）①スキー教室について、東藻琴のス

キー教室が抜けているのではないか。 

 

事 務 局：①大空高校に修正する。 

     ②こちらの事業は女満別スキー協会と共催で行っている。 

     実際東藻琴でもスキー教室を開催しているが、東藻琴ス

キー協会の自主事業のため記載をしていない。 

 

 鈴木委員：承知した。 

 

 委 員 長：P25海洋性スポーツについて。 

      川下り・プールでの事故をニュース等で見かけるが、大空 

町での対策はどうなっているか。 

 

 事 務 局：B＆Gの職員に研修を受けたインストラクターがおり、事故

対応のマニュアルに沿って対応している。 

      また、B＆G海洋クラブの事業としても、着衣泳やカヌーの

転覆体験（プール）を行う等、もしもの時の備えをしている。 

 

 委 員 長：承知した。 

 

〇議案第２号 令和５年度社会教育委員活動について 

 ・事務局より別紙２を基に説明。 

 →質疑等なし 

会議後：植松副委員長が７月の委員長等研修会に参加できるとのこと。 



 

〇議案第３号 令和５年度社会教育推進方針について 

・事務局より別紙３を基に、前回からの変更点のみ説明。 

→質疑等なし 

 

〇議案第４号 社会教育中期計画アンケートについて 

・事務局より別紙４を基に説明。 

 問23～27の設問は、女満別研修会館建替えのアンケートを別に作成

する予定のため、今回の社会教育中期計画アンケートからは切り離

して考えていただきたい。 

 （質疑） 

 鈴木委員：P２・問１・２服の裁縫を裁縫とし、手芸を加えたほうがわ

かりやすいのではないか。 

 

事 務 局：修正する。 

 

〇議案第５号 社会教育中期計画アンケートのための基本的な考え方

（仮説案）について 

 ・別紙５についてグループワークを通じ加筆訂正等の修正を行った。 

 

〇議案第６号 第２次社会教育中期計画策定スケジュールについて 

・事務局より別紙６を基に説明。 

 →質疑なし 

 

〇グループワーク 

 ・６グループに分かれてグループワークを行った。 

  進行・委員、記録・教育委員会 

  ①別紙５についてグループごとに加筆訂正等の修正。 

②令和４年度社会教育委員会議「大空町の地域課題」個人ワーク記 

録を基に、意見交換。 

 

〇その他 

 事務局より 

 ・報酬・費用弁償、口座振替依頼書の提出について。 

 

〇委員長挨拶 

 ・遅くまで皆様ありがとうございました。 



 

グループワークを取入れ社会教育委員同士の意見交換の場を設ける

ことにより、より中身のある会議になっていると感じている。 

このまま継続し、より良いまちづくりができたらと考えているので

今後ともよろしくお願いいたします。 

 


